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野
口

な
か
お

議
員（
れ
仲
）

　
市
営
駐
車
場
は
市
が
行
う

営
利
目
的
の
事
業
か
。

生
活
環
境
部
長

　
営
利
目
的

で
は
な
く
、
公
共
性
を
保
ち

つ
つ
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
民
間
企
業
と

の
共
同
出
資
に
よ
り
株
式
会

社
府
中
駐
車
場
管
理
公
社
を

設
立
し
、
運
営
し
て
い
る
。

議
員
　
令
和
４
年
度
の
純
利

益
５
８
９
０
万
円
を
市
民
に

還
元
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

生
活
環
境
部
長

　
同
公
社
の

配
当
金
は
純
利
益
等
を
参
考

に
市
な
ど
の
出
資
者
へ
支
出

し
て
お
り
、
そ
れ
を
市
民
サ

ー
ビ
ス
経
費
の
財
源
と
い
う

形
で
市
民
に
還
元
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
今
後
も
府
中
駅

周
辺
の
変
化
を
注
視
し
、
市

民
の
良
好
な
生
活
環
境
の
確

保
や
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
に

つ
な
が
る
取
組
を
進
め
る
。

他 

高
架
下
け
や
き
通
り
の
広
場

封
鎖
に
つ
い
て
● 

中
河
原
駅
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
● 

ち 

ょ
こ
り
ん
ス
ポ
ッ
ト
及
び
無
料

駐
輪
場
に
つ
い
て
● 

府
中
の
街

の
活
性
化
に
つ
い
て

前
川

浩
子

議
員（
市
フ
ォ
）　

令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ
れ

る
、
困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法

律
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

市
長

　
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
が
最
適
な
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と

で
、
女
性
が
安
心
・
自
立
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に

寄
与
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
第
７
次
府
中
市
男

女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
に

合
わ
せ
、
対
応
を
検
討
し
て

い
く
。

議
員
　
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
へ
の
支
援
に
お
け
る

本
市
の
課
題
は
。

市
民
協
働
推
進
部
長

　
生
活

困
窮
や
家
庭
環
境
等
の
問
題

に
加
え
、
心
身
の
障
害
や
成

育
歴
な
ど
に
起
因
す
る
問
題

を
抱
え
る
女
性
か
ら
の
相
談

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
支
援
体
制
に
加
え
、

こ
れ
ら
解
決
が
困
難
な
問
題

に
も
丁
寧
に
向
き
合
い
な
が

ら
継
続
的
に
支
援
す
る
体
制

の
整
備
が
課
題
と
考
え
る
。

他 

社
会
福
祉
法
人
清
陽
会
に
つ

い
て

令
和
４
年
度
の
府
中
駐
車
場
管
理
公
社
の

純
利
益
を
市
民
に
還
元
す
る
つ
も
り
は
な
い
か

公
社
の
配
当
金
は
純
利
益
を
参
考
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
経
費
と
し
て

市

民

に

還

元

し

て

い

る

困難な問題を抱える女性への
支援における本市の課題は

継 続 的 に 支 援 を 行 う
体制整備が課題と捉えている

　▲�一人で悩まずにご相談
ください（フチュール）

常任委員会の審査報告から

特別委員会の概要

厚

生

委

員

会

総

務

委

員

会

第
１１
号
議
案

府
中
市
学
校
給
食
費
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
６
号
議
案

府
中
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
１５
号
議
案

府
中
市
手
話
の
普
及
及
び
障
害
者
の
意
思
疎
通

の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例第
16
号
議
案

府
中
市
娯
楽
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
区
建
築

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

建

設

環

境

委

員

会

文

教

委

員

会

基

地

等

跡

地

対

策

特

別

委

員

会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
調
布
飛
行
場
に
お
け
る

米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
緊
急
着
陸
に
対
し
、
令
和
６
年
２
月
、

在
日
米
軍
横
田
基
地
及
び
北
関
東
防
衛
局
へ
、
地
元
３
市
の
ほ

か
都
も
加
わ
り
、
４
者
の
連
名
で
安
全
確
保
の
徹
底
等
の
口
頭

要
請
を
実
施
し
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
総
合
体
育
館
の

配
置
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
の
敷
地
と
一
体
的

な
土
地
利
用
を
図
り
、
美
術
館
通
り
沿
い
に
配
置
す
る
予
定
で

あ
り
、
そ
の
北
側
部
分
に
サ
ッ
カ
ー
場
を
設
置
す
る
な
ど
、
利

用
可
能
な
エ
リ
ア
全
体
を
公
共
利
用
と
す
る
方
向
で
検
討
を
進

め
た
い
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
、

「
サ
ッ
カ
ー
場
等
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
情
報
が
出
て
か
ら
議

論
を
行
い
、
今
後
検
討
し
て
い
く
方
が
良
い
」
な
ど
の
要
望
・

意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
聞
き
お
く
こ
と
と
し
た
。

市

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
は
、

６
年
11
月
ま
で
に
完
了
さ
せ
、
６
年
12
月
か
ら
「
は
な
れ
」
の

建
設
工
事
に
着
手
す
る
。
「
は
な
れ
」
工
事
の
着
手
前
に
は
、

改
め
て
近
隣
住
民
の
方
を
対
象
に
説
明
会
を
行
う
。

　「
お
も
や
」
の
引
渡
延
伸
に
伴
う
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、
相�

手
方
か
ら
請
求
額
ど
お
り
の
支
払
い
が
あ
り
対
応
が
完
了
し
た
。

 

「
お
も
や
」
に
係
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
、
携

帯
電
話
の
電
波
が
つ
な
が
り
に
く
い
と
の
意
見
に
つ
い
て
、
暫

定
的
な
対
応
と
し
て
共
用
部
を
対
象
に
電
波
拡
幅
装
置
の
設
置

を
行
い
、
お
お
む
ね
改
善
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、
抜
本

的
な
対
策
と
し
て
６
年
度
中
に
執
務
室
を
含
め
た
「
お
も
や
」

内
の
全
て
の
エ
リ
ア
で
対
応
し
て
い
く
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
は
、

市
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
検
討
協
議
会
か
ら
答
申
が
あ
っ

た
。
そ
の
答
申
に
よ
る
と
、
令
和
３
年
度
に
策
定
さ
れ
た
府
中

市
立
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
基
本
的
な
考
え
方
に
お

い
て
定
義
さ
れ
た
条
件
に
基
づ
き
、
検
討
時
期
の
基
準
に
当
て

は
ま
る
学
校
を
抽
出
し
、
今
後
も
小
規
模
校
化
が
進
行
し
て
い

く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
武
蔵
台
小
学
校
、
府
中
第
七
中
学
校
及

び
大
規
模
校
で
あ
る
府
中
第
一
小
学
校
、
府
中
第
二
小
学
校
の

４
校
に
つ
い
て
は
、
対
策
検
討
校
と
し
て
重
点
的
な
検
討
を
行�

っ
た
。
そ
の
結
果
、
適
正
規
模
の
範
囲
に
近
づ
け
る
た
め
の
対

応
策
と
し
て
、
府
中
第
一
小
学
校
と
府
中
第
二
小
学
校
は
通
学

区
域
の
一
部
見
直
し
、
武
蔵
台
小
学
校
と
府
中
第
七
中
学
校
は

隣
接
す
る
学
校
と
の
統
合
が
効
果
的
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

一般質問・常任委員会・特別委員会

　
こ
の
議
案
は
、
手
話
の
普
及
に
お
け
る
基
本
理
念

等
を
見
直
す
と
と
も
に
、
災
害
時
等
に
お
け
る
障
害

の
特
性
に
応
じ
た
意
思
疎
通
の
促
進
に
関
す
る
措
置

を
追
加
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
手
話
の
普
及
に
向
け
、
手
話

通
訳
者
の
養
成
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る
手
話
講
習

会
と
は
別
に
、
手
話
を
体
験
で
き
る
よ
う
な
講
座
を

検
討
す
る
」「
本
庁
舎
以
外
の
市
の
施
設
に
お
い
て

も
、
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
自
身
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

予
定
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
い
う
文
言

を
追
加
す
る
こ
と
や
、
災
害
時
に
お
け
る
障
害
の
特

性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
保
障
と
支
援

に
努
め
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
観
点
で
あ
る
た
め
、

本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
娯

楽
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
区
の
種
類
の
変
更
に
伴

い
、
地
区
名
を
府
中
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
及
び
府
中

市
郷
土
の
森
地
区
か
ら
郷
土
の
森
公
園
地
区
に
変
更

す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
条
例
の
趣
旨
は
、
建
築
物
の

用
途
制
限
に
つ
い
て
、
土
地
利
用
の
増
進
や
環
境
の

保
護
な
ど
を
目
的
と
し
て
特
別
用
途
地
区
を
指
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
来
、
用
途
地
域
上
建
築
で
き
な

い
観
覧
場
や
駐
車
場
の
建
築
を
当
該
地
区
内
で
は
可

能
と
す
る
も
の
で
あ
る
」「
地
区
内
で
の
駐
車
場
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
別
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な

る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
実
務
上
に
お
い
て
問
題
点
が
あ
る

改
正
で
は
な
い
と
思
う
た
め
、
本
案
に
賛
成
す
る
」

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設

置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機
に
よ
る
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
促
進
に
向
け
た
特
例
料
金
を
設
定
す
る
ほ

か
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
受

付
を
開
始
す
る
こ
と
、
ま
た
、
建
築
基
準
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
手
数
料
の
徴
収
が
必
要
な
事
務
が
新

た
に
生
じ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
手
数
料
の
新
設
等
を

行
う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
委
員
か
ら
、
「
時
限
的
で
は
あ
る
が
、
特
例
料
金

の
設
定
は
窓
口
の
混
雑
緩
和
や
職
場
環
境
の
改
善
、

市
民
の
利
便
性
向
上
等
に
つ
な
が
る
必
要
な
対
応
で

あ
る
と
思
う
た
め
、
本
案
に
賛
成
す
る
」「
現
在
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
で
住

民
票
の
写
し
等
を
取
得
で
き
る
利
便
性
は
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
周
知
し
て
い
け
ば
、
市
の
歳
入
を
減
少
さ

せ
、
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
改
修
に
費
用
を
か
け
て
特
例

料
金
を
設
定
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
た
め
、
本
案

に
反
対
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価

の
高
騰
が
、
引
き
続
き
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
給
食
費
を
支
払
っ

て
い
る
学
齢
期
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
学
校
給
食
費
の
徴
収
に
関
す
る
特
例
措
置

を
継
続
し
て
、
当
分
の
間
公
費
負
担
を
行
う
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
令
和
６
年
度
の
予
算
額
に
つ

い
て
は
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
約
10
億
５
０
０
０
万

円
と
な
り
、
全
て
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基
金
か
ら

充
当
す
る
予
定
で
あ
る
」「
６
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
市
立
の
小
・
中
学
校
に
在
籍
・
通
学
し
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
等
に
よ
り
学
校
給
食
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
弁
当
を
持
参
し
て
い
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
給
食
費
相
当
額
を
支
給

す
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。


